高等学校地理における論理的思考力・表現力を高める指導に関する研究－反証的な事象を発問に用いた系統学習における探究活動を通して－ by 蒼下 和敬
 





































   以上のことから、研究の仮説を「高等学校地理の学習指導において、反証的な事象を用いた 
  発問で生徒に概念的葛藤を起こし、問題解決過程を繰り返すことで、生徒は事象の背景や構造 
  を説明できる知識を獲得し、得た知識を基に地理的に考察、説明できるようになり、論理的思 
  考力・表現力を高めることができる」とし、授業実践を通して検証を行うこととした。 
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２ 研究の内容 
(1) 系統学習における探究活動 
  ア 高等学校地理における「論理的思考力・表現力」 
 本研究では、地理的事象の因果関係を地図や資料などから得た根拠に基づいて考察し、そ
の結果を説明する力を「論理的思考力・表現力」とする。 
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 時 反証的な事象を用いた主発問（テーマ） 主な学習内容 
第１時 なぜペンギンは北極圏側に広がらなかったのか 湧昇流や食物連鎖、海流循環 
第２時 なぜペルー沿岸のペンギンは絶滅の危機にあるのか 海水温の変化と異常気象 
第３時 なぜエチゼンクラゲは日本の周辺海域で大発生しているのか 日本周辺海域の自然環境と生態系 






























































































































































    第３時は、元々日本周辺はエチゼンクラゲの生息域ではなかったのに、近年エチゼンクラ 















































































































































































































①             ②             ③             ④ 
図５ 第１回授業実践全４時間の各展開におけるワークシートの記述内容の評価  











































Ａ ペルー沖の海流 Ｂ ペルー沖の海水温が 
  高い年（ 平年比 ） 








プレテスト  ポストテスト 
（２）事象の説明  
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時 生活圏で見られる反証的な事象を用いた主発問（テーマ） 主な学習内容 
第１時 なぜ日本一のサクランボ生産地帯では河川の水が途中で消えてしまうのか 扇状地の構造と土地利用及び集落 
第２時 なぜ氾濫が頻発する大河川のすぐ側に集落が発達するのか 氾濫原の構造と土地利用及び集落 
第３時 なぜ江原地区は凹地の底なのに水の確保に苦労してきたのか カルスト地形の形成と集落 
第４時 なぜ江原地区は水の確保に苦労するのに地域最大の集落に発達できたのか カルスト地形の特徴と土地利用 
    第１時は、河川の水量は下流ほど多くなるという生徒の概念に対して、途中で水が消失す 






































































    第２時は、河川付近は浸水しやすいだろうという生徒の概念に対して、河川沿いに並ぶ集 
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  ①              ②           ③            ④ 
 































図 10 第２回授業実践の検証対象となる評価問題 
 









第３問 特殊な地形と生活文化について、次の図５を見て、以下の問いに答えよ。  
問１ 図５のような台地上状の地形の名称を 
解答枠に答えよ。 


















プレテスト ポストテスト プレテスト ポストテスト プレテスト ポストテスト 
問１ 分類 問２（１） 推論 問２（２） 根拠 
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